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1
．
京
都
に
お
け
る
公
共
交
通
の
状
況

今
回
の
特
集
で
あ
る
嵐ら

ん
で
ん電
は
、
京
都
市
の
西

側
の
嵐
山
地
区
と
京
都
中
心
部
を
結
ぶ
路
面
電

車
で
あ
る
。
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
に
は
、
嵐
山
駅
に

も
入
場
制
限
が
か
か
る
ほ
ど
の
賑
わ
い
を
見
せ

る
が
、
日
常
的
に
も
通
勤
・
通
学
手
段
と
し
て

活
躍
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
嵐
電
を
含
む
京
都

の
公
共
交
通
の
実
情
を
紹
介
し
、
併
せ
て
京
都

市
の
「
歩
く
ま
ち
・
京
都
」
政
策
に
よ
る
公
共

交
通
の
活
性
化
の
方
向
性
に
つ
い
て
言
及
す
る
。

京
都
市
は
、
平
成
25
年
に
は
日
本
人
観
光
客

数
が
年
間
５
１
６
２
万
人
、
外
国
人
宿
泊
数
が

１
１
３
万
人
と
な
り
、
歴
代
最
高
を
記
録
し
て

い
る
。
ま
た
「
ト
ラ
ベ
ル
＋
レ
ジ
ャ
ー
誌
」
の

世
界
人
気
都
市
ラ
ン
キ
ン
グ
で

も
26
年
に
第
１
位
に
輝
い
て
お

り
、
人
気
が
あ
る
国
際
観
光
都

市
と
し
て
今
後
と
も
大
い
に
発

展
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
京
都

市
の
観
光
関
連
収
入
は
、
25
年

は
約
７
０
０
０
億
円
で
あ
り
、

同
市
の
一
般
会
計
（
約
７
５
０ 

０
億
円
）
と
ほ
ぼ
同
じ
規
模
と

な
っ
て
い
る
。

公
共
交
通
事
情
を
み
る
と
、

京
都
は
三
方
を
山
に
囲
ま
れ
た

盆
地
で
あ
り
、
市
の
総
面
積
は

８
２
７
・
９
㎢
で
大
阪
市
や
神

戸
市
よ
り
も
大
き
な
範
囲
と

な
っ
て
い
る
が
、
可
住
面
積
は

２
１
９
・
９
㎢
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
人
口
密
度
は
１
㎢
当
た

り
９
７
９
２
人
で
、
東
京
23
区
、
大
阪
市
、
川

崎
市
、
横
浜
市
に
次
ぐ
多
さ
で
あ
り
、
中
心
部

に
人
口
が
密
集
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
市
街
が
形

成
さ
れ
て
い
る
一
方
、
そ
の
周
辺
に
山
間
部
が

広
が
る
構
造
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
特
性
は
、
鉄
軌
道
の
状
況
に
も
反
映
さ

れ
て
お
り
、
表
1
の
よ
う
に
、
単
位
面
積
当
た

り
の
鉄
軌
道
の
営
業
キ
ロ
は
、
実
面
積
当
た
り

で
は
、
３
大
都
市
圏
の
都
市
の
中
で
は
最
下
位

で
あ
る
が
、
可
住
面
積
当
た
り
で
は
東
京
、
大

阪
に
次
い
で
第
３
位
と
な
る
。
ま
た
駅
数
も
見

劣
り
し
な
い
状
況
で
あ
る
（
７
ペ
ー
ジ
掲
載
の

図
５
参
照
）。

こ
の
よ
う
に
京
都
市
は
鉄
軌
道
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
あ
る
程
度
充
実
し
て
い
る
の
だ
が
、

利
用
の
度
合
い
は
そ
れ
ほ
ど

大
き
く
な
い
。
パ
ー
ソ
ン
ト

リ
ッ
プ
調
査
の
代
表
交
通
手

段
に
つ
い
て
、
京
阪
神
を
比

較
し
て
み
る
と
、
鉄
道
の
割

合
が
大
阪
は
36
％
、
神
戸
は

26
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
京

都
は
19
％
で
あ
る
（
平
成
22

年
度
第
５
回
調
査
）。

■ 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
移
動
等
円

滑
化
基
本
構
想

ハ
ー
ド
が
あ
る
程
度
整
備

さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、

利
用
状
況
が
芳
し
く
な
い
理

由
は
、
利
便
性
が
実
感
で
き

な
い
と
こ
ろ
に
あ
る
。
多
く

の
鉄
道
事
業
者
が
存
在
し
て

表1　鉄軌道の充実度比較

東京 23 区 1.1235 1.1235 83.7 71 14,389
横浜市 0.5739 0.6314 70.4 42 10,292
川崎市 0.5466 0.5787 59.3 38 10,650
名古屋市 0.6433 0.6681 97.5 72 7,989
京都市 0.1800 0.6879 107.2 92 9,792
大阪市 1.3237 1.3237 117.1 94 12,012
神戸市 0.3369 0.5873 123.8 85 9,468
出典：平成 21 年度版　都市交通年報、平成 17 年度国勢調査

面積当たり
鉄道営業キロ（km） 駅数 DID
可住面積当たり 人口百万人当たり 人口百万人当たり 人口密度（人）
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い
る
た
め
、
乗
り
換
え
の
利
便
性
の
悪
さ

（
ハ
ー
ド
面
）
と
乗
り
換
え
に
よ
る
運
賃
の
割

高
感
（
ソ
フ
ト
面
）
が
そ
の
原
因
で
あ
る
。

ハ
ー
ド
面
に
つ
い
て
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対

策
と
し
て
旅
客
施
設
や
そ
の
周
辺
道
路
な
ど
を

対
象
と
し
た
全
体
構
想
を
京
都
市
が
平
成
14
年

10
月
に
策
定
し
、「
重
点
整
備
地
区
」
ご
と
に

「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
移
動
等
円
滑
化
基
本
構
想
」

を
策
定
、
現
在
18
の
地
区
に
つ
い
て
の
整
備
計

画
が
完
了
あ
る
い
は
策
定
中
で
あ
る注

１

。

し
か
し
複
数
の
鉄
道
駅
が
あ
る
地
域
で
、
段

差
や
車
い
す
の
通
行
を
配
慮
し
た
通
路
な
ど
が

整
備
さ
れ
て
も
、
依
然
と
し
て
距
離
な
ど
の
面

で
乗
り
換
え
が
不
便
で
あ
る
と
こ
ろ
も
多
い
。

例
え
ば
、
京
都
駅
で
の
京
都
市
営
地
下
鉄
烏

丸
線
京
都
駅
と
近
鉄
京
都
駅
（
約
４
５
０
ｍ
と

段
差
）、
阪
急
河
原
町
駅
と
京
阪
祇
園
四
条
駅

（
約
３
０
０
ｍ
と
段
差
）、
京
阪
三
条
駅
と
地
下

鉄
三
条
京
阪
駅
（
約
１
０
０
ｍ
）、
Ｊ
Ｒ
西
日

本
二
条
駅
と
地
下
鉄
二
条
駅
（
約
１
０
０
ｍ
と

段
差
）
な
ど
で
あ
る
。

嵐
山
に
つ
い
て
も
Ｊ
Ｒ
の
嵯
峨
嵐
山
駅
、
嵐

電
嵐
山
駅
、
阪
急
嵐
山
駅
が
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ

れ
約
５
０
０
～
７
０
０
ｍ
程
度
離
れ
て
お
り
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
政
策
に
お
い
て
も
同
一
の
整
備

対
象
地
区
と
は
見
な
さ
れ
て
い
な
い
（
図
1
）。

そ
う
し
た
中
で
も
、
現
在
交
通
バ
リ
ア
フ

リ
ー
計
画
中
の
西さ

い
い
ん院
地
区
に
つ
い
て
は
、
阪
急

と
嵐
電
の
接
続
を
大
幅
に
改
善
す
る
施
策
が
計

画
さ
れ
て
い
る
（
図
2
）。
現
在
、
阪
急
西
院

駅
の
改
札
口
と
嵐
電
の
西さ

い院
駅
は
約
２
５
０
ｍ

離
れ
て
い
る
が
、
阪
急
の
地
下
ホ
ー
ム
は
、
嵐

電
西
院
駅
付
近
ま
で
伸
び
て
い
る
。
そ
の
ホ
ー

ム
の
端
に
出
口
を
設
け
、
嵐
電
の
ホ
ー
ム
に
す

ぐ
出
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

嵐
電
の
西
院
駅
の
上
り
と
下
り
の
乗
り
場
が
、

平成 20 年３月に開業した嵐電天神川駅。京都市営地下鉄東西線の太秦天神川駅と結節する

注１：完了地区／桂、山科、烏丸、向島、京都駅周辺、嵯峨嵐山、河原町、稲荷、京阪五条・七条、桃山御陵前、東福寺、京阪藤森、伏見、大宮（計 14）
整備地区／太秦、ＪＲ藤森、深草、西院（計４）

現在の出口

新しい出口

嵐電西院駅嵐電西院駅

阪急西院駅

0 250m

嵐山東公園

嵐電嵯峨嵐電嵯峨

鹿王院鹿王院

嵯峨嵐山嵯峨嵐山

嵐山嵐山

渡月橋

JR嵯峨野線JR嵯峨野線

嵐電嵐山本線嵐電嵐山本線

阪急嵐山線阪急嵐山線

嵐山嵐山

嵯峨中ノ島町

図2　西院駅付近の改築案

図1　嵐電嵐山駅周辺
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現
在
は
通
り
の
同
じ
側
に
あ
る
も
の

を
、
通
り
を
挟
ん
だ
位
置
に
す
る
。

ハ
ー
ド
面
で
の
改
善
は
財
源
の
範

囲
内
で
は
あ
る
が
、
徐
々
に
進
め
ら

れ
る
方
向
に
あ
り
、
問
題
は
ソ
フ
ト

面
で
あ
る
。
ダ
イ
ヤ
に
つ
い
て
は
、

Ｊ
Ｒ
桂
川
駅
で
の
バ
ス
４
事
業
者
の

時
刻
表
の
調
整
事
例
や
、京
阪
中ち

ゅ
う
し
ょ
じ
ま

書
島

駅
に
お
け
る
鉄
道
と
バ
ス
の
乗
り
継

ぎ
ダ
イ
ヤ
の
改
善
の
ケ
ー
ス
ス
タ

デ
ィ
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

鉄
道
同
士
の
乗
り
継
ぎ
で
は
、
地
下

鉄
烏
丸
御
池
駅
に
お
け
る
烏
丸
線
と
東
西
線
の

調
整
や
太
秦
天
神
川
駅
に
お
け
る
地
下
鉄
と
嵐

電
の
接
続
改
善
の
事
例
が
あ
る
。

■
人
気
が
高
い
京
都
市
営
バ
ス
１
日
券

運
賃
面
で
は
、
地
下
鉄
と
市
バ
ス
の
乗
り
継

ぎ
割
引
（
連
絡
券
・
磁
気
カ
ー
ド
利
用
時
、
60

円
引
き
）
や
期
間
を
区
切
っ
た
京
都
フ
リ
ー
パ

ス注
２

な
ど
が
あ
る
。
バ
ス
の
１
日
乗
り
放
題
の

５
０
０
円
券
、
地
下
鉄
の
１
日
乗
り
放
題
の

６
０
０
円
券
、
地
下
鉄
と
バ
ス
乗
り
放
題
の
京

都
観
光
１
日
（
２
日
）
乗
車
券
は
１
２
０
０
円

（
２
日
２
０
０
０
円
）、
そ
の
ほ
か
に
地
下
鉄
と

各
鉄
道
事
業
者
の
個
別
の
チ
ケ
ッ
ト
（
地
下
鉄

と
嵐
電
の
１
日
券
１
０
０
０
円
な
ど
）
な
ど
が

あ
る
が
、
細
分
化
さ
れ
て
分
か
り
に
く
い
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
定
期
で
も
鉄
軌
道
か

バ
ス
か
、
モ
ー
ド
ご
と
に
制
度
が
異
な
り
、
京

都
市
全
域
を
ス
ム
ー
ズ
に
移
動
す
る
と
い
う
趣

旨
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
が
多
い
。

こ
れ
ら
の
中
で
は
、
京
都
市
営
バ
ス
の
１
日

５
０
０
円
券
の
人
気
が
高
く
、
繁
忙
期
の
Ｊ
Ｒ

京
都
駅
の
駅
前
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
は
、
１

日
券
を
購
入
す
る
た
め
の
行
列
と
バ
ス
待
ち
の

行
列
で
ご
っ
た
返
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る

（
図
3
）。

例
え
ば
、
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
京
都
市
観

光
総
合
調
査
で
も
外
国
人
の
６
割
強
、
日
本
人

で
も
35
％
が
訪
れ
て
い
る
人
気
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

の
清
水
寺
方
面
へ
は
、
バ
ス
以
外
に
も
Ｊ
Ｒ
奈

良
線
東
福
寺
駅
で
京
阪
乗
り
換
え
清
水
五
条
駅

と
い
う
ル
ー
ト
が
あ
る
が
、
駅
か
ら
徒
歩
20
～

25
分
か
か
る
た
め
（
ま
た
街
並
み
も
あ
ま
り
観

光
に
ふ
さ
わ
し
い
と
は
い
え
な
い
た
め
）、
京

都
駅
か
ら
直
近
の
バ
ス
停
（
五
条
坂
）
ま
で
、

乗
り
換
え
な
し
で
行
け
る
バ
ス
を
利
用
す
る
人

が
圧
倒
的
に
多
い
。
バ
ス
の
通
常
の
所
要
時
間

は
15
分
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上
に
時
間

が
か
か
る
可
能
性
が
大
き
く
、
バ
ス
待
ち
と
バ

ス
内
の
混
雑
、
道
路
渋
滞
で
清
水
寺
に
た
ど
り

着
く
ま
で
に
ぐ
っ
た
り
し
て
し
ま
う
と
い
う

ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
、
京
都
市
の
行
っ
て
い

る
観
光
満
足
度
調
査
で
も
毎
年
、「
残
念
だ
っ

た
点
」
の
ト
ッ
プ
が
「
電
車
・
バ
ス
な
ど
の
公

共
交
通
機
関
」（
13
・
２
％
）
で
あ
り
、
第
４

位
に
交
通
状
況
（
６
・
５
％
）
が
挙
げ
ら
れ
、

路
線
や
乗
り
場
の
わ
か
り
に
く
さ
や
、
道
路
渋

滞
に
よ
る
時
間
の
遅
れ
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。こ

れ
ら
の
問
題
は
、
観
光
客
ば
か
り
で
は
な

く
、
一
般
市
民
の
日
常
生
活
に
も
大
き
く
影
響

を
与
え
て
お
り
、
観
光
シ
ー
ズ
ン
の
土
日
の
道

路
混
雑
や
渋
滞
、
公
共
交
通
の
遅
れ
や
混
雑

が
、
市
民
に
と
っ
て
も
ス
ム
ー
ズ
な
移
動
を
阻

害
す
る
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

２
．「
歩
く
ま
ち
・
京
都
」
政
策
と

　
　

今
後
の
展
望

現
在
、
京
都
市
で
は
、
平
成
22
年
１
月

に
策
定
し
た
「
歩
く
ま
ち
・
京
都
」
総
合

交
通
戦
略
に
基
づ
き
、「
公
共
交
通
」「
ま

ち
づ
く
り
」「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」
を
三

本
柱
に
政
策
を
推
進
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
平
成
19
年
ま
で
の
桝
本
市
政
下
の
京

都
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
け

る
「
歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
、
20
年
２
月
に
後
任
と
な
っ
た
門
川
市

長
下
で
見
直
し
の
上
、
踏
襲
し
た
も
の
で

あ
る
。

「
公
共
交
通
」
で
は
既
存
の
公
共
交
通

の
利
便
性
の
向
上
や
連
携
、
情
報
提
供
の

改
善
、
バ
ス
の
走
行
環
境
の
改
善
、「
ま

ち
づ
く
り
」
で
は
歩
行
空
間
の
充
実
、
自

動
車
交
通
の
効
率
化
と
適
正
化
、
未
来
の

公
共
交
通
の
充
実
、「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」
で

は
「
歩
く
ま
ち
・
京
都
憲
章
」（
平
成
22
年
１

月
制
定
）
の
普
及
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
よ
る
交
通
行
動
の
変
化
（
自
動
車
以
外
の

交
通
の
分
担
率
目
標
８
割
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。平

成
26
年
末
ま
で
に
は
、
桂
駅
を
中
心
と
す

る
洛
西
地
区
の
バ
ス
利
便
性
向
上
、
京
都
フ

リ
ー
パ
ス
の
創
設
、
通
年
の
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ

イ
ド
駐
車
場
の
提
供
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
い

る
。
現
在
は
、
京
都
駅
南
口
駅
前
広
場
整
備
、

四
条
通
歩
道
拡
幅
な
ど
が
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
工
事
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
京
都
駅

南
口
駅
前
広
場
で
は
、
タ
ク
シ
ー
、
路
線
バ

ス
、
観
光
バ
ス
、
送
迎
車
、
自
転
車
な
ど
の
駐

停
車
ス
ペ
ー
ス
の
見
直
し
と
再
配
分
、
歩
行
空

間
の
確
保
な
ど
が
行
わ
れ
、
大
幅
な
リ
ニ
ュ
ー

注２：冬の閑散期（平成 26年度は 12月６日から３月 22日）一日券／大人２０００円、小人１０００円
鉄道／全線＝京都市営地下鉄、叡山電車、嵐電　京都市内の区間＝ＪＲ西日本、近鉄、京阪、阪急
バス／全線＝京都市バス、ヤサカバス　一部区間に運用＝京都バス、京阪京都交通、京阪バス、西日本ジェイアールバス、阪急バス

図4　四条通における歩道拡幅実験
（平成 19年 10月 13日〈著者撮影〉）

図3
紅葉シーズン／京都駅前のバスターミナル
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ア
ル
と
な
る
。
平
成
26
年
11
月
に
着
工
さ
れ
、

28
年
末
に
完
成
予
定
で
あ
る
。

■
進
む
四
条
通
の
歩
道
拡
幅
事
業

四
条
通
の
歩
道
拡
幅
は
、
平
成
19
年
10
月
12

～
14
日
に
「
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
実
験
」

（
図
４
）
と
し
て
社
会
実
験
を
行
っ
た
後
、
検

討
を
重
ね
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
、
車
道
の
片

側
２
車
線
を
１
車
線
に
し
て
バ
ス
停
も
集
約

し
、
拡
幅
し
た
歩
道
の
ス
ペ
ー
ス
で
バ
ス
待
ち

の
客
を
滞
留
さ
せ
、
歩
行
空
間
の
確
保
を
図
る

も
の
で
あ
る
（
図
６
）。

こ
の
背
景
に
は
、
烏
丸
通
か
ら
河
原
町
通
の

歩
道
の
通
行
量
が
平
日
・
休
日
と
も
非
常
に
多

く
、
１
㎡
当
た
り
０
・
43
人
（
東
京
０
・
39
、

大
阪
０
・
25
）
で
日
本
一
の
密
度
と
言
っ
て
も

よ
い
く
ら
い
で
歩
行
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
態
に

あ
る
こ
と
や
、
四
条
通
の
車
道
の
通
行
状
況
を

み
る
と
、
中
央
側
の
１
車
線
で
は
12
時
間
で
約

４
５
０
０
台
通
行
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
歩

道
側
の
１
車
線
は
約
１
０
０
０
台
に
す
ぎ
ず
、

駐
停
車
や
バ
ス
の
乗
降
な
ど
で
か
な
り
流
れ
が

滞
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
商
業
活

動
の
面
か
ら
は
、
京
都
駅
や
大
阪
駅
付
近
の
商

業
施
設
の
活
性
化
に
よ

り
、
従
来
の
街
な
か
で
あ

る
四
条
通
付
近
へ
の
来
街

者
数
が
停
滞
し
て
い
る
た

め
、
ま
ち
の
賑
わ
い
や
活

気
を
再
構
築
す
る
必
要
が

あ
る
と
の
認
識
も
高
ま
っ

て
い
た
。

平
成
16
年
１
月
、
２
月

に
も
地
元
主
導
で
交
通
社

会
実
験
（
日
曜
日
に
バ
ス

停
周
辺
の
駐
停
車
自
粛
の

呼
び
掛
け
、
荷
捌
き

車
両
の
乗
り
入
れ
自

粛
）
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、日
曜
日
の
夕
方
、

通
常
で
あ
れ
ば
１
㎞

通
過
す
る
の
に
30
分

か
か
っ
て
い
た
も
の

が
、
20
分
に
短
縮
し

た
こ
と
、
客
待
ち
の

タ
ク
シ
ー
や
自
家
用

車
が
３
割
減
と
い
っ

た
効
果
が
出
て
、
商

店
街
側
か
ら
市
に
積

極
的
に
働
き
掛
け
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
。

純
粋
な
観
光
地
で
自
家
用
車
の
乗
り
入
れ
の

規
制
や
、
歩
行
空
間
の
拡
充
と
い
っ
た
政
策
は

日
本
国
内
で
も
多
く
見
ら
れ
る
が
、
京
都
の
中

心
で
商
業
・
業
務
の
中
核
を
な
す
こ
の
地
区

で
、
こ
う
し
た
歩
道
の
拡
幅
に
着
手
で
き
た
の

は
画
期
的
な
こ
と
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

「
歩
く
ま
ち
・
京
都
」
の
政
策
は
、
公
共
交

通
を
日
常
的
な
市
民
の
移
動
手
段
と
し
て
活
用

し
、
ス
ム
ー
ズ
な
移
動
を
実
現
し
て
市
民
生
活

の
円
滑
な
運
営
と
定
住
人
口
の
確
保
を
図
る
も

の
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
年
間
５
０
０
０
万
人

を
超
え
る
観
光
客
が
さ
ら
に
増
加
し
、
移
動
手

段
の
確
保
が
追
い
つ
か
な
い
と
い
う
緊
急
事
態

を
招
か
な
い
た
め
に
も
、
さ
ら
な
る
公
共
交
通

手
段
の
拡
充
と
利
便
性
の
向
上
、
低
廉
な
運
賃

の
工
夫
な
ど
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
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図5　京都市内の鉄軌道路線図

図6　四条通における歩道拡幅
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